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1. 本誌は､物性の研究を共同で促進するため､研究者がその研究 ･意見を自由

に発表 し討論 し率い､-また､研究に関連 した情報を交換 しあうことを目的とし
て､毎月 1回編集 ･刊行されます｡掲載内容は､研究論文､研究会 ･国際会議

などの報告､講義ノー ト､特別寄稿､研究に関連 した諸問題についての意見な

どです｡

2. 本誌に投稿 された論文については､原則 として審査は行ないません｡但 し､

編集委員会で本誌への掲載が不適当と判断された場合には､改訂を求めること､

または掲載をお断 りすることがあります｡

3. 本誌の掲載論文を他の学術雑誌に引用するときは､著者の承諾を得た上で､

privatecommunication扱いにして下さい｡

原稿件成要領

1.原稿は2部 (オリジナル原稿及びコピー)連出して下さい｡

2.別刷ご希望の方は､投稿の際に50部以上10部単位で､必要部数､別刷送付先､

請求先を明記の上､お申し込み下さい｡

3.ワープロ原稿の場合

ワープロ原稿を歓迎 します｡原則 として写真製版でそのまま印刷されますの

で､以下の点に注意 して原稿を作成 して下さい｡(特に希望される場合には､

こちらでタイプし直すことも可能ですが､経費の節約のため､できるだけ写

真製版できる原稿をお願い します｡)

1)用紙はB5またはA4を縦に使用｡(印刷はB5になります｡)
2)マージンはB5で､上下あわせて約4.5cm､左右あわせて約 4cm｡

3)1ページに本文34行､ 1行に全角文字で42字｡

4)第 1ページは､タイ トルはセンタリング､所属 ･氏名は右寄せにして､

余白を十分にとって下 さい｡

5)図や表は､本文中の適当な箇所に貼 り込み､図の下にキャプションを付

けて下さい｡

6)体裁については､上記は-応の目安ですので､多少の違いがあってもか

まいません｡

4.手書き原稿の場合

1)原稿は400字詰原稿用紙に丁寧に書いて下さい｡

2)数式は大 きく明瞭に書 き､ 1行におさまらない場合の改行箇所を赤で指

定 して下さい｡

3)数式､記号の書 き方は､ Progress,Journalの投稿規定に準じ､立体 (∩)､

イタリック (_ )､ゴシック (､")､ギリシャ文字 (ギ)､花文字､大文
字■､小文字などを赤で指定 して下さい｡本誌は立体を基本としてタイプ

されますので､式にも必ず､イタリック､立体を指示 して下さい｡また､

著者校正はあ りませんので､特に区別 しにくい Cとe､eと1､Ⅴとu､

uとn､l(エル)と1(イチ)､0(オー)と0(ゼロ)､Ⅹ(エ ックス)と×
(カケル)､ †(ダガー)と+(プラス)､少と卓と甘と¢なども赤で指定 し
て下さい｡

4)図は写真製版で きるもの (こちらでは トレースはいたしません｡)を図

の説明と共に論文末尾に揃え､図を入れるべ き位置を本文の欄外に赤で

指定 して下さい｡
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編集後記

Y.A.氏の後任として平成4年度から物性研究の編集委員をつとめることになったo

化学と物理の境界で研究を行っている関係上､研究の価値観の多様さに直面すること

が多いこの頃である｡たとえば､有機物から強磁性体を作るという問題を考えてみようo

そこには物理的に新しい現象や概念を見出すことができず全く興味を示さない人もいれば､

有機分子のスピン間に強磁性相互作用を出現させる分子設計理論を構築し､その理論にも

とづいた分子設計により有機強磁性体を作り出すことに重要な価値を見出す人もいるo

多様な価値観を包み込み､また荒削りでも他の分野に問題を提起するような萌芽的論

文の採用など､｢物性研究｣の自由度を大いに活用したいものである｡特に､独創性豊か

な若い研究者の積極的な寄稿を期待したい｡

(N.冗.)
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会員規定

個人会員

1.会 費 :

当会の会費は前納制になっています｡ したがって､3月末まで

に次年度分の会費をお支払い下さい｡

年会費 lstVolume (4月号～9月号) 4,800円

2ndVolume (10月号-3､月号) 4,800円

計 9,600円

お支払いは､郵便振替でお鹿いします｡当会専用の振替用紙が

ありますので､下記までご請求下さい｡郵便局の用紙でも結構

です｡通信欄に送金内容を必ず明記 して下さい｡

郵便振替口座 京都 1-5312
2.送本中止の場合 :

.送本の中止はvolumeの切れ目しかで きませんO次の Volume

より送本中止を希望される場合､できるだけ早めに ｢退会届｣

を送付 して下さい｡中止の連絡のない限 り､送本は継続されま

すのでご注意下さい｡

3.送本先変更の場合 :

住所､勤務先の変更などにより､送本先がかわる場合は､.必ず

送本先変更届を送付 して下さい｡

4.会費滞納の場合 :

正当な理由な く2Volumes以上の会費を滞納された場合は､

送本を停止することがありますので､ご留意下さい｡

機関会員

1.会 費 :

学校､研究所等の入会､及び個人で も公費払いのときは機関会

員とみ卑し､年会費19,200円 (1Volume9,600円)です｡学校､
研究所の会費の支払いは､後払いで も結構です｡申し込み時に､

支払いに書類 (請求､見積､納品書)が各何通必要かをお知 ら

せ下さい｡当会の請求書類で支払いがで きない場合は､貴校､

貴研究所の請求書類をご送付下さい｡

2.送本中止の場合 :

送本の中止はvolumeの切れ 目しかで きません｡次の Volume

より送本中止を希望される場合､できるだけ早めにご連絡下さ

い｡中止の連絡のない限 り､送本は継続 されますのでご注意下

さい｡

雑誌未着の場合 :発行日より6ケ月以内に当会までご連絡下さい｡

物性研究刊行会

〒606京都市左京区北白川追分町 京都大学湯川記念館内

電話 (075)753-7051,722-3540

FAX (075)7,22-6339
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